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１、 主題設定の理由 

（１） 児童の実態から 

新学習指導要領では、算数の授業の中で「思考力・表現力の育成」を図るために、筋道を立て

て問題を解決したり、その考えをわかりやすく説明したリする活動を重視している。 

昨年度当初は、6 年生の算数の授業をしていく中で疑問を感じた。一人学びが始まると、なか

なか鉛筆が動かず、自分の考えがもてない子がほとんどであった。そこで、5 年生のまとめの問

題に取り組ませてみると、なんと、全体の正答率が４５％であった。領域別に分析してみると、

とくに「量と測定」の領域では、正答率が２０％と

驚く結果であった。つまり、基礎学力が十分定着し

ていないため、自分の考えがもてない実態がある

中で、「表現力」の育成をしていくのに難しさを

感じた。そこで、昨年度はまず、少人数指導を生

かして個に応じて基礎基本を定着させたり、課題

を出してからの足場をそろえたりして、自分の考えをもつための手立てをたくさんうってきた。

その中で、自分の考えを持てるようになると、少しずつ相手に伝えようという意識が高まってき

た。 

 

今年度は、3 年生の算数で、また一人学びのときに疑問を感じた。今度は、だいたい自分の力

で解くことはできる。しかし、ノートを見ると式と答えを書いただけで、何を説明すればよいの

かわからない状態であった。2 年生の学習を生かしたはじめの単元テストでも、平均点は８８点

で、毎日家庭学習の成果もあり、基礎学力はほぼ定着している。つまり、問題は解けても、今ま

での学習内容をつかって、筋道立てて自分の力で解決する喜びを味わえていないのではないかと

考えた。 

 

この 2 年間の実態を前向きにとらえ、今年度は、自分で解いていく力、つまり、表現する前に

自分で思考をすすめていく力を鍛えたいと考えた。新しい問題を自分の力で解けたからこそ、仲

間に伝えたい、わかってもらいたいと思う本当の意味での「自分の力でできる喜び」を味わえる

手立てを考えたいと思った。 

 数と計算 量と測定 図形 数量関係

点数 33／50 6／30 13／20 26／50

正答率 67.4％ 20.1％ 67.5％ 52.8％ 

第 25 回 岐阜県小学校算数科研究部会 岐阜地区研究協議会 提案資料 

「高山市小算研 研究テーマ」 

子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 
 ～「できる喜び」と「学びあう喜び」と「わかる喜び」を実感できる算数の授業を通して～ 

                         高山市立国府小学校 清水 季代 

＜５年生のまとめの問題の結果（観点別）＞
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（２） 本校の実践から 

学校の教育目標の「豊かな心でたくましくやりぬく子」の

具現をめざして、本校では「自分の考えを力強く話す姿」が

授業の中での「たくましくやりぬく姿」ととらえ、特に算数

の授業の中で実践を重ねてきた。3 年間の研究で、算数の授

業の進め方が子どもたちにも定着し、自分の考えを順序よく

話す子が増えてきたことも成果である。 

しかし、授業の中の「仲間学び」の場面では、児童が自分  

の考えを力強く話すと、その考えの「発表」だけに終わってしまうことが多い。話し方が決まって

いることをはっきり伝えることや、自分の考えを順序よく話すことはできるが、様々な考えの中か

ら、話し合って、考えを深めたり、広めたりすることはなかなかできないのである。しかし、ここ

が算数の話し合いでは大切な部分で、話し合いの中で新しい考えが出てくるからこそ「学びあい」

える。 

そこで昨年度は、授業の中で「話す」ことと「話し合う」こと

の違いを明確にしたり、話し合いの中での教師の発問を吟味した

りして話し合う必然性をもたせるように授業を仕組んでみた。今

年度はその実践に加え、友達の考えにつないで話す方法や、より

よい考えを見つける方法など、子どもたちにも話し合う必然性を

もたせる手立てを考えていくことにした。子どもたちに本当の意

味での「学びあう喜び」を味わわせたいと考えたのである。 

（３）算数の今日的な課題から 

 高山市は昨年度から「心に残る教育を創造する（心にとどく教育をとおして）」という教育方針の

具現の重点施策として、授業の中で「つたえる・つなげる」姿を育成することをめざし取り組んで

きた。これを受け、「つたえる・つなげる」ことは算数の授業では、前にも述べたように、自分の考

えを「話す」ことと、仲間と「話し合う」ことの違いを明確にし、ねうちのある話し合いにしてい

くことではないかと考える。 

 さらに本年度は「つたえる・つなげる」を合言葉に学びあい、評価問題などに立ち向かうことで

「確かな学力」をつけることをめざしている。しかし実際，岐阜県の児童の基礎学力の低下が叫ば

れる中，算数の授業改善が求められ，授業時間内での「技能の習熟の時間」の確保に力を入れてい

く傾向にもある。現場にいるものとして，新学習指導要領の主旨にもある，「思考力・表現力をつけ

る指導」を重視しながらも，話し合いだけで終わってしまうことのないよう，単位時間の中で知識

や技能を確実に身につけるような授業改善を図ることが求められることに矛盾を感じずにはいられ

ない。 

そこで，単元を通して，話し合いが必要な授業を精選したり，毎時間全員で達成感が持てる評価

活動を工夫したりして，「目的を持って話し合う」ことと，「確実に理解する」ことが単元を通して

両方実感できるような授業改善をしていきたいと考えた。そして、仲間とともに学んだことが、自

分の力で解決できる喜び・・・「わかる喜び」を味わわせ、「確かな力」をつけていきたいと考えて

いる。 

になっていくのではないかと考
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２、研究仮説 

以上のことをふまえて，子どもたちの思考力・表現力を高める算数の授業を創りだすために次の

研究仮説を立てた。 

１、 つけたい力を明確にし、必然のある課題に向かい自ら追究していく指導の充実 

「自分でできる喜び」 

２、 仲間と関わり合い、高まりあって学びあう指導 「学びあう喜び」 

３、 学ぶ喜びや身につけた力を評価し，次の課題解決や生活に生かす指導「わかる喜び」 

この１，２，３を実践すれば、子どもたちの思考力・表現力を高める算数の授業を創りだ 

すことができるだろう。 

ここでの「自分でできる喜び」と「学びあう喜び」と「わかる喜び」は以下のように定義しておく。 

☆「 習内 題を自

☆ 考え とで，

☆「わかる喜び」・・・仲間とともに学んだことを取り入れて自分の力で解決できる喜び 

また、この３つのことは、今年度の高山市の教育方針のめざす姿である、 

自分の力で動き出す   互いに認め合う   子どもが力をつける 

にもつながっていると考える。 

３、研究内容 

高山市教育研究会 算数部会の研究内容は以下の３点である。それを受けて、以下のよう

な手立てを考え実践してみることにした。 

 

研究内容１：つけたい力を明確にし、必然のある課題に向かい自ら追究していく指導の充実 

（１）本時「自ら追究していく姿（思考力）」と「考えを相手にわかりやすく伝える

姿（表現力）」を明確にし，課題解決型と，技能習熟型とをわけた単元指導計画

の作成 

（２）出口の姿が子どもたちにも明確な必然性のある課題設定のあり方 

 

研究内容２：仲間と関わり，深まりや広がりが期待できる話し合いの場の充実 

（１）自分の考えを相手に伝える場と、仲間と話し合いよりよい考えを出す場の確保 

（２）自分の考えと仲間の考えをつなげて深まりのある話し合いにするための「つな

ぎ言葉」の例示 

（３）深まりや広がりのある話し合いにするための教師の発問の吟味 

 

研究内容３：本時身につけた力を評価し，次の課題解決や生活に生かす指導の充実 

（１）本時のまとめにつながる評価問題と、自分の学びを確かにする練習問題の工夫 

（２）学んだことを確かめ次の時間の意欲につながる，授業の終末の自己評価の工夫 

自分でできる喜び」・・・既

「学びあう喜び」・・・仲間と

容を生かして新しい問

を話し合い練りあうこ

分で解決できる喜び 

より良い考えが生まれる喜び 



４、 研究実践 

研究内容１

 

（１）本時「自ら追究していく姿（思考力）」と「考えを相手にわかりやすく伝える姿

（表現力）」を明確にし，課題解決型と，技能習熟型とをわけた単元指導計画の作成 

 

つけたい力を明確にするためには，本時の学習内容を解決していくために、既習内容を想起

して考えをすすめていくといった、「自ら追究していく姿」と、その考えを、図や数直線などを

つかって算数の言葉を遣って「仲間にわかりやすく伝える姿」が明確であるということだと考

える。つまり、本時つけたい思考力・表現力が明確であるということである。そこで、つけた

 

 

 

 

 

さらに、工夫したことは 過程をかえたこと 間で

：つけたい力を明確にし必然性のある課題に向かい自ら追究していく指導の充実 
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い力が明確であり、児童の姿がより具体的にイメージできる単元指導計画を作成することにし

た。 

 

また、「仲間にわかりやすく伝える姿」については、具体的にイメージするだけでなく、目指

す表現の姿を具体的な児童の言葉で描き、位置付けていくことにした。そうすることで、単元

を通して表現の仕方の高まりや深まりがわかり、身につけさせたい数学的な考え方も明確にな

ってくるのではないかと考えた。 

 

＜※３年：「かけ算の仕方を考えよう」の単元指導計画より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、つけたい力に応じて指導 である。1 単位時

単元指導計画 



さらに， 夫したことは，つけたい力に応じて指導過程を変えたことである １単位時間で 

つけたい 的な考え方」の場合は，話し合いに時間をかけた「課 」の進め方， 

「技能」 解」の場合は，演習問題に時間をかけた「技能習熟型 の進め方と，思い切 

って単元 過程を変えて取り組んでみることにした。時間配分は以 のようである。 

 

時間 学習の流れ 時間 学習の流れ

工

力が「数学

や「知識理

ごとに指導

。

題解決型

」

下

３ 確かめ 確かめ 

問題提示 ７ 

課題提示 

 

５ 問題・ 

課題提示 
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１０ 一人学び 一人学び 

仲間学び 

１５

仲間学び １０ 

評価問題 ５ まとめ  

１５ まとめ 

練習問題 

 

２０

評価問題 

・練習問題

           ＜課題解決型＞＜技能習熟型＞ 

課題解決型の学習の流れは，本校で従来行ってきた流れである。そこで、技能習熟型の授業につ

いて，その特徴をまとめてみることにする。 

 

＜技能習熟型の授業の特徴＞ 

① 問題と課題を同時に提示する 

「○○の計算の仕方を考えよう」という問題で，約分など特別な場合の計算の仕方を理解する授業で

は，同時に提示することが十分可能なので，「今日は約分がある計算をできるようにするよ」などと,

教師側から提示する。 

② 一人学び仲間学びの時間を短くする。 

自分で考える時間は５分確保するが，その後ペアで交流せず，すぐ全体の場で力強く発表し，答えの

求め方を確認する。その後，教師主導で進めてまとめていく。 

③ 評価・練習問題の時間をたっぷりとる。 

  評価問題の確認だけ済ませたら，すぐ自分の力に合わせて学習を進めていく。ここで，先ほど一人

学びで解決できなかった子どもへの指導をしていく。 

 

本来なら単位時間の中で毎時間、練習問題の時間が確保できることが理想であるが、話し合う力

が未熟な子どもたちが値打ちのある話し合いをしていくには、どうしても時間がかかる。しかし、

その繰り返しが成長にもつながる。そこで「課題解決型」の授業と「技能習熟型」の授業のどちら

に重点をおくかで，単位時間の流れを二分化したことは大変効果的であると考えた。子どもたちに

も戸惑いがなく「今日は計算の練習をたくさんする時間だな」という意識で取り組むことができた。 
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＜技能習熟型の時間の児童のノート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技能習熟型の展開例 

課題解決型 

技能習熟型 

課題解決型の学習では「問題」

→「課題」と進むが、技能習熟

型では、はじめから「課題」を

かく。 

計算だけかく。 

言葉の説明は書かなくてもよい。

練習問題にたっぷり取り組む。

自分で答え合わせをする。 
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＜※技能習熟の時間の展開例＞ 
１． 単元名 「かけ算のしかたを考えよう」（７／１３）  
２． 本時のねらい 

【技能】３位数×１位数で部分積にくりあがりがある場合と、被乗数に空位がある場合の計算原理や
方法を位ごとに分けて考えて理解し、筆算で正しく計算することができる。 
３．本時の展開 

 時間 学  習  内  容 教師の指導・援助 
 
 
つ
か
む 
 
 
 
 
 
 
考
え
を
持
つ 
 
 
 
 
 
 
 
考
え
を
深
め
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
か
め
る 
 
 

 
 
 
 
 
５ 
分 
 
 
 
 
１
０ 
分 
 
 
 
 
 
１
０
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
０ 
分 

前時の学習を振り返る。 
 
１．問題と課題を提示する 

 
・今日はくりあがりがありそうだな・・・ 
・２４００より小さいかな・・
 

 
２、一人学びで問題を解く， 
＜筆算＞ 
 ＜位わけの式＞ 

 
 

 
 
 
 
３．仲間学びで計算のしかたを確かめる 
 
 
 
 
 
 
 
C1：筆算のやり方を説明します。 

まず、１の位は６×９＝５４で５が十の位にくりあがり
ます。次に、十の位は６×８＝４８で、さっきの５と合
わせて５３になり、十の位は３とかきます。５は百の位
にくりあがります。・・・答えは２３３４になります。 

 
C2：位わけの式で説明します。 

まず、１００の位は３００×６＝１８００ 
次に、１０の位は８０×６＝４８０ 
次に、１の位は９×６＝５４です。 
だから、１８００＋４８０＋５４＝２３３４になりま
す。 

 
４、評価問題で自分でできるかを確かめる    
    
りんご問題に取り組み、全体で答え合わせをする。 
 
５．わかったことをまとめる 
 
 
 

６．練習問題で理解できたか確かめる 
 ・４５ページ、えんぴつ３，４ 
 →答え合わせ 
 ・１０７ページ ２，３ 

  

・前時の学習を、掲示物を活用してふり
かえる。（２分） 

 
・問題提示した後、くりあがりがありそ
うということと、答えの予想「３８９を
４００とみて４００×６＝２４００ぐら
いかな」と見当をつけて課題提示する。 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 

・解決できた子はノートを確認し、位わ
けでもできるようにする。 
 
・筆算ができた子を意図的に指名し、計
算のしかたを全体で確認する。 
 
 
 
 
 
 
・実際に黒板にかきこみながらかけるよ
うにする。 
・途中で区切りながら確認する 
 
 
・位わけの式も確認する 
 
  
 
 
 
 
 
 
・計算の時間を十分に取る。（２０分） 
・自分で答え合わせができるようにする。
・理解ができない子は１問ずつ答えを確

認し、確実にしていく 

・ 

３けたのときも２けたのように、じゅんじょよく計算

していけばよい。 

くりあがりがある、３けた×１けたの計算ができるように

なろう。 

３８９×６の筆算のしかたを考えよう 

ほぼ同時に提示 

説明の途中でもＯＫ。時間を取りすぎない

 ３８９ 

×  ６ 

２３３４ 

       ３００×６＝１８００ 

３８９×６  ８０×６＝４８０    ２３３４ 

        ９×６＝５４ 

☆ 根拠を明らかにして話す姿のとらえ 

２３３４になるわけを、筆算や位わけの式で、つなぎ言

葉を使って，自分の言葉でみんなにわかりやすく伝える ペア交流はしない（全体での確かめ）

T1： 筆算でも位わけでも、答えが

一緒になったね。 

練習時間２０分！ 

評価規準 学習の定着の確かめ 

くりあがりのあるかけ算の筆算の

仕方を理解し正しく計算することが

できる。【技能】 

習 熟 度 に 応 じ

て答え合わせ 
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（２）出口の姿が子どもたちにも明確な、必然性のある課題設定のあり方 

 

必然性のある課題を設定するということは，まず問題に出会って、課題化するまでに前時や既習

事 なっていることだと考える。そこで、簡単に振り返る掲示の工

備するようにしている。掲示ではとくに，学んだことだけでなく，

がかりになるようなもの，次の考え作りに使えるものを吟味して，

 

 ＜１単位時間の中での掲示＞ 

←本時（かけざんの筆算の 6 時）で生かしたい考え方は 

                    の部分 

 

 

※１単位時間の中での掲示は、単元ごとにまとめて子どもたちの学習の足跡として残していった。

実際に自分の考えづくりで使ったものなので、全部まとめると子どもたちが簡単に単元の内容

を振り返ることができた。また、この掲示にある単元以外でも「あの考えが使える！」と自分

の考え作りの足がかりにしていくことができた。 

 

 

 ３年：「わり算」 第１０時 

     ６３÷３（２けた÷１けたのわり算） 

    （課題化のとき）Ｃ１：九九で答えが見つけることができません。 

            Ｃ２：１の位が０でないからできないかもしれない・・・ 

            Ｔ１：（掲示を指差して）今まで学習してきた考え方をつかえば九九で

できないかな・・・ 

            Ｃ３：あっそうだ！２けたのかけ算のときの位わけの考えが使えるか

もしれません。位ごとに分けたら九九でできるかもしれないよ。 

          →課題：位ごとに分けて考えて、２けたのわり算ができるようにしよう

項との違いが子どもたちに明確に

夫や、違いに気付かせる発問を準

本時の思考を進めていく上での足

簡単に表すようにした。 

 

 

 

 

 

 

  

 ＜単元を通しての掲示＞ 
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また，新しい試みとして，本時の評価問題を先に示している。はじめは、「この問題を解けるよう

になりたい」という意欲が課題意識も高めていけるのではないかと考えたが、意識だけでなく、本

時のねらいに即して、出口の姿も見越した課題づくりができるようになってきた。 

筆算につなげて

計算することができる。 

 

３けた×１けたの計算のしかたを考えよう。 

        

     

３けたの分け方を考えて、ひっ算で計算できるようにしよう。 

 

※実際の授業で、最終的には筆算でできないといけないので、上のような課題にした。そのあと、

評価問題を提示することで、自分たちで計算の仕方を考えることで、筆算ができるようになる

という意欲付けができたと思う。 

 

Ｔ１：答えを求める式はどうなりますか？ 

Ｃ１：３１２×３です。わけは３１２ｍの３日分だからです。 

Ｔ２：今までとちがうところはどこですか？ 

Ｃ２：この前は２けただったけど、今日は３けたになっています。 

Ｃ３：Ｃ２さんのことを算数言葉で言うと、かけられる数が１けたふえています。 

＜課題提示＞３けたの分け方を考えて筆算で計算できるようにしよう 

Ｔ５：今日の課題は「筆算ができるようにしよう」となっているから、最後にはみんなが

この問題ができるようになるよ！（ここで 242×２の筆算を提示）そして、今日はス

ペシャル問題（裏返し：４０２３×２）もあるよ。 

Ｃ５：やったー。よしがんばるぞ。・・・・ 

※Ｔ５のような感じで、毎時間提示していった。自然な形で課題意識 きてい

る。 

課題提示の後に 

出口のりんご問題と 

スペシャル問題を提示 

 

3 年生：「かけ算のしかたを考えよう」 第６時 

 ＜本時のねらい＞ 

３位数×１位数で、部分積にくり上がりのない場合の乗法も、2 位数のときと同じよ

うに一の位と十の位と百の位に分けて計算できることを理解し，それを

Ｔ３：かけられる数が３けたになっても、計算できる？ 

Ｃ４：できる。かんたん。 

Ｔ４：３けたでも２けたと同じようにわけてできる？ 

が持てるようになって

                              

                              

                              

                



研究内容２：仲間と関わり，深まりや広がりが期待できる話し合いの場の充実 

（１）自分の考えを仲間に伝える場と、仲間と話し合いよりよい考えを出す場の確保 

 

課題解決型の学習の中で，仲間と関わっていくためには，自分の考えに自信を持って話す場を確

保し，その方法の指導を充実させることだと考え、取り組んできた。 

まず、はじめに話す場としては、「ペア交流」である。ペア交流はただの意見発表ではなく、児童

の実態に合わせて以下のような意図で行っている。 

 

※相手を意識して自分の考えを伝える場を確保するため 

※自分の考えをより確かなものにするため 

また、話し方が確かではない 3 年生では、以下に示す「交流カード」と自分のノートをもとに話せ

るようにしている。また、自分の考えをもとに話したいので、席を入れ替わり自分のノートを指差

しながら話せるようにもしている。 
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 交流カード

 

 

 

 

 

 

言うこと 言いかた  

①考え方（図、式、数玉） ～で、せつめいします。  

②答えを先に。 答えは、～です。  

③つなぎ言葉で。 まず、つぎに、だから、ここまでいいですか。  

交流カードをもとに 

順序よく話す。 
席をかわって自分のノート

を指さしながら話す 
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ペア交流を行った後に、全体交流を行った。

の場で話せるだけでなく、相手を意識して話させて

いきたいと考えたので、大切にしてきたことは、

員鉛筆をおくことと、自分の考えと比べて必ず手

挙げて反応するようにしてきたことである。 

反応する言葉は、実態に合わせて例示して

3 年生ではたくさんの反応言葉を例示し、できる

ようになるとそれを価値付けてきた。 

全体

全

を

きた。 

6 年生では、反応言葉に「～が同じです」といったように、「～が」をつけるようにした。そうす

ることで、自分の考えと比較する力がつき、話し

合いが深まっていくのではないかと考えたのであ

る。 

 

さらに、全員が瞬時に言葉で反応できることは

なかなか難しいので、手を挙げて反応する際に、

ハンドサインもつけるようにした。言葉はすぐに

出てこなくても、相手の意見を聞き、自分の立場

や考えと比べて、手を挙げて反応することはでき

るようになってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自分の考えと仲間の考えをつなげて，深まりのあるはなしあいにするための 

「つなぎ言葉」の例示 

 

ねうちのある話し合いにしていくために仲間との考えをつなげる方法「つなぎ言葉」を繰り返し

指導してきた。 

授業の中で、考えをつなげる場は３つあり、それぞれに意味があり、つなげるよさがあることを

子どもたちに伝えることから始めた。 

＜３年生での反応言葉＞ 

・同じです 

・わかりました。（よくわかりました）

・よくわかりません。もう一度言って

ください。 

・つけたします 

・にています。 

・すこしちがいます。助けます。 

・

６年生での反応言葉と 

ハンドサイン 
新しい意見です。



☆自分の考えを順序よくつなげて話すと・・・・自分の考えがわかりやすくなるよ！ 

☆自分と仲間の考えをつなげて話すと・・・・もっと素敵な考えになるよ！ 

☆仲間と仲間の考えをつなげて話すと・・・・新しい発見があるよ！ 

  

次に、 逃さず

に価値 ことに

なるた そのう

ちに少 じめに

つなぎ言 んの途中

までは同 てきた。

自分の発

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つなぎ言葉を使って話すことで、話し合いが深まり新しい発見ができたタイミングを

づけていくようにした。さらに、仲間と考えをつなぐことは一人ひとりの心をつなぐ

め、算数の時間のみならず、他の教科の学習においても大切にして取り組んできた。

しずつ、第１発言者のみ自分の考えを順序よく伝え、第２発言者からは、必ず話しは

葉を入れて話せるようになってきた。最近では、かけ算の筆算の学習で、「○○さ

じ考えだけど、ここから少し違って・・・」というような言葉も言えるようになっ

言は必ず仲間があってこそ成り立つ思いを大切にしていきたい。 
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Ｃ：ぼくはＡさんとＢさんとちがっ

て，位わけの式で説明します。まず，

３１２を３００と１２にわけます。

３００×３は９００です。つぎに１

２×３＝３６です。９００＋３６で

９３６になります。 

Ｄ：ぼくはＣさんにつけたしま

す。こたえはおなじ９３６にな

ります。ぼくは３１２を３００

と１０と２にわけました。そう

すると，まず１の位は・・・ 

Ａ：ぼくは，筆算を 言

葉で説明します。まず，

１ の 位 の 計 算 を し ま

す。・・・つぎに， 
Ｂ：私はＡさんと似ていて，９３６のところをくわし

く説明します。まず，１の位は２×３＝６です。ここ

までいいですか。つぎに，１０の位は１０×３で３０

なので３０とかきます。・・・・ 



（３）深まりや広がりのある話し合いにするための教師の発問の吟味 

 

単元指導計画の中で、児童の表現する姿を具体的にした。そのときに、一人ひとりが何を自分の

力で解決し，どんなことを話し合いで解決していくのかを明確にしてみた。つまり，一人学びで考

えたことを話した後に，仲間と話しあう必然性があるか，練りあう価値があるかどうかを吟味した

のである。そしてさらに、それをはっきりするために、本校では、その２つを「力強く話すこと」「力

強く話し合うこと」ととらえて、２年間算数の実践を行ってきた。 

力強く話すとは・・・ 

根拠をはっきりして、自分の考えを，仲間に伝えたいという願いを持って，順序よく話すこと 

力強く話し合うとは・・・ 

仲間とともに，深まりや広がりのある考えを導き出そうという願いを持って、話し合うこと 

力強く話す力については、先ほどからも述べているように、自分の考えを持てるような手立てを

うったり、話し方を指導したりしてきた。しかし、まだ話し合いが子どもたちの中のみで成立する

ことは難しい。子どもたちの力のみで解決していく方法ではなく、子どもたちの話し合いで考えが

深まったり、広がったりするために、話し合いが深まるかぎとなる、教師の発問も吟味する必要が

あると考える。話し合いから解決を導き出し，それがねらいにつながっていくような「ねうちのあ

る」交流をめざすため、課題解決型の学習のときは、逃してはいけない発問をいくつか準備して授

業に臨んだ。 

 

＜６年：数や図形の見方（現５年の学習内容） 最大公約数の活用の学習＞ 

 ここでは、今までの学習の流れからすれば，間違いなく公約数・最大公約数を求めて問題を解決する

はずである。しかし，この応用問題を１問解くだけでは，様々な文章問題に取り組んでいくときに必ず

戸惑いが生じる。この戸惑いを解決するために，答えの求め方を順序良く話した後，練りあいの中で，

なぜ約数を求め，公約数を求め，最大公約数を求め

かを再度確認して，一般化していく必要がある。 

＜話し合いが深まる発問＞ 

Ｃ１：（答えの求め方の説明） 

C2：２４と１８を無駄なく割り切れる数が約数だ 

からです。この約数の長さのときあまりがでません。 

 

C4：きいていることは，一番大きな正方形なので，

公約数の中で一番大きな数，つまり最大公約数のと

きが，一番大きな正方形の 1 辺になります。 

な                      

た                      の

そこで次のような発問を準備して臨んだ      

 T1：２４と１８の約数はなぜ求めたんですか。

 

C3：正方形なので，一辺の長さが等しくないといけ

ないので割り切れる数の中で等しい数のときに正

方形になるので，公約数をみつけました。 

Ｔ３：最後に最大公約数を求めたのはなぜですか

T２：では公約数はなぜ求めたのですか 
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＜３年：かけ算のしかたを考えよう 第６時＞ 

ここでは、今までの学習内容を使って、筆算、位わけの式で問題を解決していくと考えた。しかし、

位わけの式の考え方と筆算の考え方をつなげて考えることで、３けたのかけ算も２けたと同じよう

に位ごとに分けて、かけ算の九九をつかって答えを求められることに気づかせていきたい。そこで、

次のような発問を考えて授業に臨んだ。 

 

 

 

 

  

                          

 ＜話し合いが深まる発問＞ 

 

 

 

                     Ｃ１：位ごとに分けて計算してから， 

たしています。 

 

 

 Ｃ２：百の位、十の位、一の位で分ける 

 と計算できます。 

 

 

Ｃ３：（前に出てきて）位わけのこの計算は、

筆算で言うとここで計算しています。（略） 

 

 

※実際の授業でも、予想していた３つの考え方がでてきた。しかし、Ｔ３の「つなげて話す」の

方は、②の考え方のどこにありますか？」と聞きな

に話し合いは進まなかったが、（位ごとの計算を筆

まなかったが）、話し合いたいことがはっきりしてい

けたと同じように筆算が使えるという、学習内容

予測
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T1：考え方で似ているところはありませんか。 

T2：つまりどのように分けたらいいのですか 

T３：筆算とつなげて話すことはできませんか。

意味がうまく伝わらなかったので、「①の考え

おした。 

あらかじめ準備していた発問で意図したよう

算につなぐところが、子どもたちの言葉で進

たことで、位ごとに分けて計算できるから、２

は押さえることができた。 

教師側の発問をいくつか準備することは、

話し合いで解決して、まとめにつなげていくこ

考える。 

 

どおりに話し合いを進めるためだけではなく、

とがはっきりするので、有効なことではないかと
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研究内容３：本時身につけた力を評価し，次の課題解決や生活に生かす指導の充実 

 

（１）本時のまとめにつながる評価問題と、自分の学びを確かにする練習問題の工夫 

 

身につけた力が確実であるか評価するために、評価問題と練習問題を取り入れている。 

本当にわかる喜びを、授業時間に味わうためには、学習したことを自分の力で解けることが必

要である。 そこで、終末の評価問題と練習問題の意味を次のように明確にして位置づけた。 

 

評価問題・・・話し合いで解決したことが活用できるか全員で確かめる問題。 

練習問題・・・個（習熟度）にあわせて柔軟に取り組める問題 

 

まず評価問題を提示する際に配慮しているのは次の点で

① 課題化した後にすぐに提示すること 

② 本時の学習内容をすぐに利用して解決できること。 

③ 問題や図を書く時間をとられないこと。 

④ 本時のまとめへとつながること。 

                           ＜３年評価問題＞ ＜６年評価問題＞ 

教科書では、りんご問題で評価問題を位置づけていることが多い。そのまま使えることも多いが、

話し合ったことが本当に使えるのか、学びあいで発見したことが確かなのかを児童が確認し、「やっ

ぱり・・・というやり方でよかったね」と本時のまとめにつながっているかは毎時間吟味する必要

＜３年 かけざんの筆算 第６時＞ 

 

 

評価問題（筆算のみ） 

          

筆算で答えはだせた！ 

         これも位わけでもできるかな・・・ 

だ！ 

 

練習問題は、ほぼ教科書の問題にしている。たりない場合は計算プリントも準備している。工夫し

ていることは、次の点である。 

① 教室でコーナーを作り、できた子から自分で答え合わせできるようにすること 

② 適度抵抗のあるチャレンジ問題を準備するようにしていること 

 

ある。  

がある。 

 

ここまで確かめることが学びあい

の学習内容の確認につながる！ 課題：位の分け方を考えて、筆算で計算できるようにしよう

 

できた！やっぱり３けたも位ごとに計算すればいいん

２３４ 

×  ２ 

 ４６８ 

         ４×２＝８ 

２３４×２ ３０×２＝６０  ４６８ 

     ００×２＝４００

  

  ２

 

 



※評価問題は、はじめは学習内容を確実に定着させることが目的だったが、授業を重ねていくと、

課題解決学習では，学びあいの成果を確かめるために大切なものなっていった。 

 

※練習問題は、コーナーを作って自分で答え合わせをすることで、理解している子は次々と進むこ

とができるし、理解が不十分な子は、評価問題の再確認など、ここで対応することができた。 

また，適度抵抗のある発展問題は，さらに理解が高い子の意欲付けにもなった。 

 

（２）学んだことを確かめ次の時間の意欲につながる，授業の終末の自己評価の工夫 

 

学ぶ喜びの評価については次への意欲につながる児童の内

面の評価である。教科書にも「ふりかえろう」という形で項

目がおこされている。はじめは、確実に毎時間行うことを大

切にしているため、終末で観点をもとに発表したり、ノート

の記号で評価したりして、次の時間への意欲化を図ってきた。

習慣になってきてから、振り返る項目を起こし、提示すると、

それに基づいて個に応じて振り返りがかけるようになってき

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。 

＜３年：わり算 第７時＞ 

ねらい：ある数がもとにする大きさの何倍になっているかをもとめるときも、わり算をつかって

考えることができることがわかる。 

      

  

                

 

 

＜Ｃさんの考え方＞ 

ひき算でせつめいします。こたえは６倍です。 

３ｍずつきっていくと考えて 

まず   ①１８－３＝１５です。 

つぎに  ②１５－３＝１２です。 

     ③１２－３＝９ 

     ④ ９－３＝６ 

     ⑤ ６－３＝３ 

さいごに ⑥ ３－３＝０です。 

だから６回やったので６倍です。 

問題：１８ｍのリボンは、３ｍのリボンの何倍の長さでしょう。 

＜Ｄさんの考え方＞ 

わり算でせつめいします。 

こたえは６倍です。 

３ｍずつきってわけていくと考えて 

式は １８÷３＝６です。 

６こに分けられるということだから、

６倍になります。 

＜Ｃさんのふりかえり＞友達から学んだこと

は、Ｄさんは、わり算の考え方で計算していた

ところがすごいと思いました。 
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※研究を進めていく上で、算数の授業で大切にしてきたこと 

 以下のことは、研究を成立するため、つまり、「思考力・表現力」を高めるための授業の基礎作り

として大切にしてきたことである。 

 

１、「自分で解ける喜び」を味わうための手立て 

  思考力表現力を高めるために、一番大切なことは、自分の考えを持つことである。一人学びで

必ず自分の考えを持つためにいろいろな手立てをいつも持つようにしているその中で特に大切

に続けていることは、課題提示した後に、「結果の見通し」「方法の見通し」を確認することで

ある。聞き方は 

    （結果の見通し）「だいたい答えはどのくらいになりそう？」「なぜそう思った？」 

    （方法の見通し）「どうやって考える？」「どのやり方で答えが見つかりそう？」 

 という感じである。単元によって言い方は違うが、全員がある程度見通しを持ち、安心して問題 

解決に向かっていけるようになってきた。さらに「結果の見通し」（答えの予想）については、は 

じめは安心して考え作りができるためと考えていたが、数の感覚や量感を育てていくためにも大 

切な習慣になってきた。また、「方法の見通し」（やり方の予想）については、しっかり足場を固 

めるのではなく、つぶやきの中からメモ程度にいくつか確認し、考え作りを始めるときに自分で 

選択できるようにした。そうすることで、スタートできない子はこの中から選んでできるし、速 

く答えが見つかった子は、次のやり方でもできるようになり、個に応じて一人学びの時間を充実 

していくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、「学びあう喜び」を味わうための話し方聞き方指導の充実 

  算数の授業では、「つなぎ言葉」を使って話すことや、「自分の言葉で反応」することを大切に

してきたことを先ほども述べた。この３年生のクラスは基本的には相手を意識して話し、全員が形

だけの反応もできる。しかし，算数の学びあいを成立するためには、さらに、失敗を恐れず、自分

に自信を持って話ができるようにしたいと考え、話し方聞き方指導で「心」を育ててきた。  

具体的に言えば、①間違えた子を必ず生かすこと，②「わからない」と言えた子を必ず生かすこ

とである。①は、間違えた子がいたら、「助けてくれる子はいませんか」と必ず聞き、さらにＡさん

はどうしてまちがえたんだろう？」と問い返すことで、必ず間違えた子から学ぶようにしている。

②は、授業の中で「わからない」と意思表示できた子がいたら、「Ｂさんにわかるように説明してく

れませんか」と聞き、時には、Ｂさんが「わかった」といえるまで話し合いを進めていくことを大
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切にしてきた 

ここの「心」とは一人ひとりの考えを大切に思う気持ちだと考える。しいて言えば一人ひとりを

大切に思うという、授業の中での確かな「人権感覚」であると考える。これがないと、本当の意味

でのつなぎ言葉も成立しないし、反応も決まった形から脱却できない。「思考力・表現力」を育てる

ために形を教えていく中で、なぜ話すのか、なぜ聞くのかの意味を伝え、一人ひとりの考えを大切

に思う「心」の面も同時に育てていきたいと考えている。 

 

 

「たのしい算数」の意味・・・ 

算数の教科書だけ「たのしい算数」とかいてあります。先生はみんなに 1 年間算数の勉強を教えてい

きますが，同時に，1 年かけて「みんなで学ぶ算数の楽しさ」を伝えることができたらなあと思ってい

ます。「算数の楽しさ」は，じつはたくさんあります。 

みんなの日記にのなかに，その「楽しさ」に気づいている人がいるのでいくつかしょうかいしますね。 

① 答えは一つ。だけどいろんな道があるよ！ 

「・・・ぼくは，算数でいろんなせつめいを考えることがすきです。どうしてかというと，みんな

ちがうせつめいの時があるので，その人はどういうふうにやったのかが，すごくよくわかるからで

す。・・・」【○○さん】 

算数は答えが一つです。でもその答えには，いろんな道でたどり着く方法があります。1 人だと一

つしかわからないけど，みんなで考えるとたくさんの道を見つけることができるのです。 

② 友だちから学ぶと，どっちもうれしいよ！ 

「・・・ノートに書いてあることをすみからすみまでみて，自分の言葉で発表できてうれしかった

し，その後に，「わかりました。」「よくわかりました。」というのが聞こえて，とってもうれしかった

です。発表した後は話した人も聞いていた人もどちらもうれしい！ということがわかりました。・・・」 

「・・・はじめは，くり上がるのがどうやってやればいいのかがわかりませんでした。でも，△さ

んのせつめいをきいてちょっとわかりました。そして，わからなかったけどえんぴつ問題を△さんの

さらに，教えたことで，自分もしっかりわかるようになるのですよ。 

③ まちがいから学ぶことができるんだよ。 

「・・・発表のとき，まちがえてしまったのですごくはずかしかったです。でもまちがえてしまった

大切な楽しさです。◎◎さん，ありがとう！ 

６月１７日の学級通信から

やり方でやったら答えがあっていてうれしかったです。これからも算数をがんばりたいです。」 

同じ日の２人の日記です。先生は一生けんめい教えるけど，友達の発表から学ぶほうがわかりやす

いんですよ。そして，教えたほうも「わかった！」といってもらえると，本当にうれしくなります。

ことで，よくおぼえています。これからも，まちがえてもいっぱい発表して，計算の仕方をおぼえた

いです。・・・」【◎◎さん】 

 

まちがえるとはずかしい気持ちはよくわかります。でも，算数はそのまちがいから学ぶことができ

る教科なのです。まちがえた人は，◎◎さんのように二度とわすれずにおぼえることができます。ま

わりの人も，自分の代わりにまちがえてくれたことで，さらに深く知ることができるのです。これも
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５、研究の成果と課題 

（研究の成果） 

研究内容１：つけたい力を明確にし必然性のある課題に向かい自ら追究していく指導の充実 

  ・つけたい力を明確にし、表現する姿をより具体的な子どもの言葉で示すことによって、本時

めざす表現の仕方も明らかにできたが、単元を通して身につけさせたい表現も明確になった

ので、そのための段階を踏んだ手立てを考えることができた。 

  ・ねらいに応じて、課題解決型と技能習熟型と単元のはじめに決めて取り組むことで、授業の

効率化とねらいの焦点化が図れた。 

  ・本時の考え方の手がかりになることが、必ず一枚掲示にあることで、自分の考えづくりのス

タートがスムーズにできた。 

  ・出口の姿（評価問題ができるようになること）が教師だけでなく、児童もわかっていること

で、目的をはっきりさせた課題追究ができた。（あの問題ができるようになりたい） 

  ・ 

研究内容２：仲間と関わり，深まりや広がりが期待できる話し合いの場の充実 

  ・ペア交流を全体交流の前に行い、自分の考えを声に出して話して相手に伝えることを積み重

ねていく中で、少しずつ全体でも表現する力がついてきた。 

  ・つなぎ言葉の例示だけではなく、つなぐよさを早い段階で指導し、ふだんから使えるように

したことで、自分の考えにかならずつないで話せる子がふえてきた。 

  ・子どもたちが話すことと、話し合いで解決することをはっきり分けたことで、話し合いでど

んなことを学ばせるのかが明確になり、鍵になる発問も準備して臨むことができた。 

   

研究内容３：本時身につけた力を評価し，次の課題解決や生活に生かす指導の充実 

  ・評価問題をはじめに提示し、それをみんなで解決した方法で解けることがわかってからまと

める思考の流れが、自然な学びのスタイルになり、まとめや、練習問題にも取り掛かりやす

くなった。 

  ・練習問題を自分の力で進めていくことができるようにし、早さや理解力によって幅を持たせ

ることで、個に応じた学びに対応することができた。 

  ・毎時間、観点を同じにして学びを振り返ることで、算数の時間の喜び・・・自分でできる喜

び・学びあう喜び・わかる喜び・・・を自分自身で実感して授業を終えることができるよう

になった。 
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＜今後の課題＞ 

 

 ・個に応じた思考力・表現力を身につけさせる工夫をしていくこと 

 この研究を進めるにあたって，挙手発言が増え，前に出て自分の考えを話せる子が増えてきたこ

とは事実である。しかし，以前から十分できている子もいるし，未だに前に出て説明できないまま

の子もいる。その子なりの成長を認め，算数的な表現力についても個に応じた段階的な評価ができる

ような工夫が必要である。 

 

・相手を意識した表現の仕方の指導の継続 

自分の考えを話せる子は増えてきたが、本当は，前に出て順序よく話すことが目的で，相手に聞

いてもらいたいと本当に願って話す子は数人である。思いやりの気持ちを持って，人の話を聞いた

りつなげて発言することができるようになっているので，相手にわかりやすく伝わる方法（相手の

反応を確認しながら話したり，途中で区切ってみたりするなど）を更に検討して指導していきたい。 

 

・充実した練習問題の時間の確保のための更なる工夫 

学びを充実させるため、練習問題まで必ずいけるように、２つの型に分けて授業を行ってはいる

が、課題解決型のときにまだまだ練習問題の時間を確保することができない状況である。今までの

考え方を使ってなんとか自分で解決させたいために，一人学びで時間をとりすぎてしまうことが原

因である。ノートが途中であっても、自分の考えが語れることや、簡単な図の書き方など、自分の

考えを簡潔に書けることを今後指導し、練習問題の時間をしっかり生み出していきたい。 

 


